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(57)【要約】
接着剤組成物は、アルキル（メタ）アクリレートエステ
ルであって、前記アルキル基が、４～１８個の炭素原子
を有する、アルキル（メタ）アクリレートエステルと、
親水性共重合性モノマーと、フリーラジカル生成開始剤
と、を含む。本接着剤組成物は、約２５℃～約１００℃
の温度にて約０．５～約１．０のタンデルタ値を有する
。
【選択図】図１



(2) JP 2014-510807 A 2014.5.1

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルキル（メタ）アクリレートエステルであって、前記アルキル基が、４～１８個の炭
素原子を有する、アルキル（メタ）アクリレートエステルと、
　親水性共重合性モノマーと、
　フリーラジカル生成開始剤と、を含む、接着剤組成物であって、
　前記接着剤組成物が、約２５℃～約１００℃の温度にて約０．５～約１．０のタンデル
タ値を維持する、接着剤組成物。
【請求項２】
　前記接着剤組成物が、約２５℃～約１００℃の温度にて約０．６～約０．８のタンデル
タ値を維持する、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項３】
　前記アルキル（メタ）アクリレートエステルが、２－エチルヘキシルアクリレート（２
－ＥＨＡ）、イソボルニルアクリレート（ＩＢＡ）、イソオクチルアクリレート（ＩＯＡ
）、及びブチルアクリレート（ＢＡ）からなる群から選択される、請求項１に記載の接着
剤組成物。
【請求項４】
　前記親水性共重合性モノマーが、アクリル酸（ＡＡ）、２－ヒドロキシエチルアクリレ
ート（ＨＥＡ）、ヒドロキシプロピルアクリレート（ＨＰＡ）、エトキシエトキシエチル
アクリレート（Ｖ－１９０）、アクリルアミド（Ａｃｍ）、ジアセトンアクリルアミド、
Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、及びＮ－モルホリノアクリレート（ＭｏＡ）からなる
群から選択される、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項５】
　前記アルキル（メタ）アクリレートエステルが、低Ｔｇ生成アルキル（メタ）アクリレ
ートエステルを含む、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項６】
　ホモポリマーである前記低Ｔｇアルキル（メタ）アクリレートエステルが、約－７０℃
～約２０℃のＴｇを有する、請求項５に記載の接着剤組成物。
【請求項７】
　前記アルキル（メタ）アクリレートエステルが、高Ｔｇ生成アルキル（メタ）アクリレ
ートエステルを更に含む、請求項５に記載の接着剤組成物。
【請求項８】
　ホモポリマーである前記高Ｔｇアルキル（メタ）アクリレートエステルが、約２０℃～
約２００℃のＴｇを有する、請求項７に記載の接着剤組成物。
【請求項９】
　前記フリーラジカル生成開始剤が光開始剤である、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１０】
　分子量制御剤を更に含む、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１１】
　前記接着剤組成物が、約０．０２５部～約１部の分子量制御剤を含む、請求項１０に記
載の接着剤組成物。
【請求項１２】
　Ｃ５～Ｃ１０のアルキルビニルエステルを更に含む、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１３】
　前記接着剤組成物が、約５部～約４０部の親水性共重合性モノマーを含む、請求項１に
記載の接着剤組成物。
【請求項１４】
　前記接着剤組成物が、約６０部～約９５部のアルキル（メタ）アクリレートエステルを
含む、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１５】
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　前記接着剤組成物が、約０．０５部～約２部のフリーラジカル生成開始剤を含む、請求
項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１６】
　少なくとも約８５％の可視光透過率を有する、請求項１に記載の接着剤組成物。
【請求項１７】
　前記接着剤組成物が、架橋後に約０．５～約１．０のタンデルタ値を維持する、請求項
１に記載の接着剤組成物。
【請求項１８】
　第１の基材と、
　第２の基材と、
　前記第１の基材と前記第２の基材との間に位置付けられる接着剤組成物と、を含む、積
層体であって、前記接着剤組成物が、
　アルキル（メタ）アクリレートエステルであって、前記アルキル基が、４～１８個の炭
素原子を有する、アルキル（メタ）アクリレートエステルと、
　親水性共重合性モノマーと、
　フリーラジカル生成開始剤と、を含み、
　前記接着剤組成物が、約２５℃～約１００℃にて約０．５～約１．０のタンデルタ値を
維持する、積層体。
【請求項１９】
　前記第１の基材及び前記第２の基材のうちの少なくとも１つがインクステップを含む、
請求項１８に記載の積層体。
【請求項２０】
　前記第１の基材及び前記第２の基材のうちの少なくとも１つが実質的に透明である、請
求項１８に記載の積層体。
【請求項２１】
　前記接着剤組成物が、組み立て後に更に架橋され、約２５℃～約１００℃の前記タンデ
ルタ値が下げられる、請求項１８に記載の積層体。
【請求項２２】
　接着剤組成物を調製する方法であって、
　接着剤成分のプレミックスを準備することであって、前記接着剤成分のプレミックスが
、
　アルキル（メタ）アクリレートエステルであって、前記アルキル基が、４～１８個の炭
素原子を有する、アルキル（メタ）アクリレートエステルと、
　親水性共重合性モノマーと、を含む、ことと、
　前記接着剤成分のプレミックスを部分的に重合して、シロップを形成することと、
　フリーラジカル生成開始剤を前記シロップに加えて、接着剤組成物前駆体を形成するこ
とと、
　前記接着剤組成物を形成するために硬化することと、を含み、
　前記接着剤組成物が、約２５℃～約１００℃にて約０．５～１．０のタンデルタ値を維
持する、方法。
【請求項２３】
　前記接着剤組成物が、約２５℃～約１００℃の温度にて約０．６～約０．８のタンデル
タ値を有する、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記接着剤組成物を架橋することを更に含む方法であって、前記接着剤組成物が、架橋
後に約０．５～約１．０のタンデルタ値を維持する、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　積層体を組み立てる方法であって、
　接着剤組成物を準備することであって、前記接着剤組成物が、
　アルキル（メタ）アクリレートエステルであって、前記アルキル基が、４～１８個の炭
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素原子を有する、アルキル（メタ）アクリレートエステルと、
　親水性共重合性モノマーと、
　フリーラジカル生成開始剤と、を含む、ことと、
　前記接着剤組成物を約２５℃～約６０℃の温度にて積層することであって、積層中の前
記接着剤組成物のタンデルタ値が、約０．５～約１．０であることと、
　前記接着剤組成物をオートクレーブすることであって、オートクレーブ中の前記接着剤
組成物のタンデルタ値が、約０．６～約１．０であることと、を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［関連出願の相互参照］
　本出願は、その開示内容の全体を本明細書に援用する米国特許仮出願第６１／４４４，
５０３号（２０１１年２月１８日出願）の恩典を主張するものである。
【０００２】
［技術分野］
　[0001]本発明は、概して、光学的に透明な接着剤の分野に関する。具体的には、本発明
は、低弾性率及び高タンデルタ値を有する光学的に透明な接着剤に関する。
【０００３】
［背景］
　[0002]静電容量式タッチ式技術は、手持ち式の携帯、ネットブック、及びラップトップ
コンピュータなど、様々な用途においての有用性が増大していることがわかっている。そ
の他のタッチ式技術と比較して、静電容量式タッチ式技術は、非常に敏感な応答並びにマ
ルチタッチなどの特徴を可能にする。光学的に透明な接着剤（ＯＣＡ）は、多くの場合、
静電容量式タッチ式パネルアセンブリにおける接着の目的（例えば、異なるディスプレイ
構成要素の層の付着）に使用される。
【０００４】
　[0003]ＯＣＡは機械的結合をもたらすだけでなく、輝度及びコントラストを低減させる
空隙を排除することによってディスプレイの光学的品質を大幅に高めることができる。デ
ィスプレイの光学的性能は、内部反射面の数量を最小限にすることにより改善することが
でき、それとともに、ディスプレイの光学素子間のエアギャップ数をなくすか、又は少な
くとも最小限にすることが望ましいことがある。
【０００５】
　[0004]ディスプレイアセンブリにおいて、タッチパネル又はディスプレイパネル（液晶
ディスプレイ（ＬＣＤ）パネルなど）を光学的に透明な接着剤によって三次元（３Ｄ）の
カバーガラスに接着させることは、困難であり得る場合がある。実際に、新しい設計では
、カバーガラスの周囲、すなわち枠の周囲に厚い（約５０マイクロメートル）インクステ
ップを有するカバーガラスを使用して、もはや平らではなく３Ｄレンズである基材を生成
する。インク段差で包囲される領域は多くの場合、空隙と呼ばれる。大きなインク段差に
加えて、ディスプレイ構成要素のうちのいずれかに良好な接着剤の湿潤を必要とし得る他
の３Ｄ特徴部としては、フレックスコネクタ、構成要素のわずかな曲線、厚いＩＴＯパタ
ーン、タッチパネル上における隆起した集積回路などの存在などが挙げられる。
【０００６】
　[0005]したがって、ディスプレイ上での厚いインクのより良い湿潤を可能にする、柔ら
かいＯＣＡに対する必要性が高まっている。更に、それらは、ディスプレイモジュールア
センブリプロセスの結果としての応力の緩和を改善することができる。そのような応力緩
和の特徴は、ＬＣＭを結合する際のＭｕｒａ（寸法的歪からもたらされ得る光学的像の変
形）を低減させるのに特に有益であり、遅れて発生する気泡形成を最小化することもでき
る。柔らかいＯＣＡの更なる有益な特徴は、アセンブリサイクル時間が短いことである。
【０００７】
［概要］
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　[0006]一実施形態では、本発明は、アルキル（メタ）アクリレートエステルであって、
アルキル基が、４～１８個の炭素原子を有する、アルキル（メタ）アクリレートエステル
と、親水性共重合性モノマーと、フリーラジカル生成開始剤と、を含む、接着剤組成物で
ある。接着剤組成物は、約２５℃～約１００℃の温度にて約０．５～約１．０のタンデル
タ値を維持する。
【０００８】
　[0007]別の実施形態では、本発明は、第１の基材と、第２の基材と、第１の基材と第２
の基材との間に位置付けられる接着剤組成物と、を含む積層体である。接着剤組成物は、
アルキル（メタ）アクリレートエステルと、親水性共重合性モノマーと、フリーラジカル
生成開始剤と、を含む。アルキル基は、４～１８個の炭素原子を有する。接着剤組成物は
、約２５℃～約１００℃にて約０．５～約１．０のタンデルタ値を維持する。
【０００９】
　[0008]別の実施形態では、本発明は、接着剤成分のプレミックスを準備することと、接
着剤成分のプレミックスを部分的に重合して、シロップを形成することと、フリーラジカ
ル生成開始剤を前記シロップに加えて、接着剤組成物前駆体を形成することと、接着剤組
成物を形成するために硬化することと、を含む、接着剤組成物を調製する方法である。接
着剤成分のプレミックスは、アルキル（メタ）アクリレートエステルであって、アルキル
基が、４～１８個の炭素原子を有する、アルキル（メタ）アクリレートエステルと、親水
性共重合性モノマーと、を含む。接着剤組成物は、約２５℃～約１００℃にて約０．５～
１．０のタンデルタ値を維持する。
【００１０】
　[0009]更に別の実施形態では、本発明は、積層体を組み立てる方法である。この方法は
、接着剤組成物を準備することと、接着剤組成物を約２５℃～約６０℃の温度にて積層す
ることであって、積層中の接着剤組成物のタンデルタ値が約０．５～約１．０である、こ
とと、接着剤組成物をオートクレーブすることであって、オートクレーブ中の接着剤組成
物のタンデルタ値が約０．６～約１．０である、ことと、を含む。接着剤組成物は、アル
キル（メタ）アクリレートエステルであって、アルキル基が、４～１８個の炭素原子を有
する、アルキル（メタ）アクリレートエステルと、親水性共重合性モノマーと、フリーラ
ジカル生成開始剤と、を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】[0010]本発明の様々な接着剤組成物、及び比較の接着剤組成物のＤＭＴＡ測定値
を示すグラフ。
【００１２】
［詳細な説明］
　[0011]他に指示がない限り、本明細書及び特許請求の範囲で使用される特徴の大きさ、
量、物理特性を表わす数字は全て、どの場合においても用語「約」によって修飾されるも
のとして理解されるべきである。それ故に、そうでないことが示されない限り、前述の明
細書及び添付の特許請求の範囲で示される数値パラメータは、当業者が本明細書で開示さ
れる教示内容を用いて、目標対象とする所望の特性に応じて、変化し得る近似値である。
終点による数の範囲の使用は、その範囲内（例えば、１～５は、１、１．５、２、２．７
５、３、３．８０、４、及び５を含む）の全ての数及びその範囲内の任意の範囲を含む。
【００１３】
　[0012]本発明は、接着剤組成物、並びに光学ディスプレイを組み立てるための、付随す
る方法及び物品である。本接着剤組成物は、良好な厚いインクステップ積層、短いアセン
ブリサイクル時間、及び耐久性のある積層体をもたらす望ましい流動特性を有する。積層
体は、少なくとも第１の基材と、第２の基材と、第１の基材と第２の基材との間に位置付
けられる接着剤と、を含むものとして定義される。接着剤組成物により、積層中に形成さ
れた閉じ込められた気泡が接着剤マトリックス又は接着剤基材の界面から簡単に出ること
ができ、その結果、オートクレーブ処理後に気泡のない積層体がもたらされる。結果とし
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て、積層及びオートクレーブ処理後に、最小限の積層不具合しか見られない。良好な基材
湿潤及び簡単な気泡除去の併せた効用により、大幅に短縮されたサイクル時間の効率的な
積層プロセスが可能となる。更に、接着剤からの良好な応力緩和及び基材接着により、積
層体の耐久性のある結合が可能となる（例えば、加速劣化試験後に気泡／層間剥離がない
）。これらの効果を得るために、接着剤組成物は、特定のレオロジー的特性、例えば低せ
ん断貯蔵弾性率（Ｇ’）及び高タンデルタ値などを有する。
【００１４】
　[0013]光学材料は、光学アセンブリの光学構成要素間又は光学基材間のギャップを充填
するのに使用される場合がある。光学基材に結合されたディスプレイパネルを含む光学ア
センブリは、２つのものの間のギャップが、パネル及び基材の屈折率に適合するか、又は
ほぼ適合する光学材料で充填された場合、利益を得る場合がある。例えば、日光、及びデ
ィスプレイパネルと外側カバーシートとの間に固有の周囲光の反射は低減される場合があ
る。ディスプレイパネルの色域及びコントラストは、周囲条件下で改善され得る。充填さ
れたギャップを有する光学アセンブリは、エアギャップを有する同様のアセンブリと比較
して、改善された衝撃耐性を呈することもできる。
【００１５】
　[0014]大きな寸法、すなわち面積を有する光学アセンブリは、効率及び厳しい光学品質
が望まれるならば、製造するのが難しい場合がある。光学構成要素間のギャップは、ギャ
ップ内に硬化性組成物を注ぐか、又は注入することによって、続いて組成物を硬化させて
構成要素を一緒に結合することによって充填され得る。しかしながら、これらの一般的に
使用される組成物は長い流出時間を有し、これは大きな光学アセンブリには非効率的な製
造方法の一因となる。
【００１６】
　[0015]光学的に透明な接着剤は、転写テープ形式で使用して、ディスプレイ基材の間の
空隙を充填し得る。このプロセスにおいて、本発明の液体接着剤組成物は、少なくとも１
つが、硬化に有用である紫外線に対して透過性である、２つのシリコーン処理した剥離ラ
イナーの間に適用することができる。次いで、接着剤組成物は、その中に含有される光開
始剤によって少なくとも部分的に吸収される波長の化学線への曝露によって、硬化（重合
）され得る。あるいは、熱活性化フリーラジカル開始剤が使用されてもよく、その場合、
本発明の液体接着剤組成物を２つのシリコーン処理した剥離ライナーの間にコーティング
し、熱に曝して、組成物の重合を完成させることができる。したがって、感圧接着剤を含
む転写テープを形成することができる。転写テープの形成は、積層する前に、硬化した接
着剤を弛緩させることによって、接着剤の応力を低減することができる。例えば、典型的
なアセンブリプロセスでは、転写テープの剥離ライナーの１つをはがして、接着剤をディ
スプレイアセンブリに適用することができる。次いで、２つ目の剥離ライナーをはがして
、基材への積層を完了させることができる。基材及びディスプレイパネルが剛性であると
き、接着剤結合は、真空積層装置によって補助されて、接着剤中、又は接着剤と基材若し
くはディスプレイパネルとの間の界面において気泡が形成されないことを確実にすること
ができる。最後に、組み立てられたディスプレイ構成要素は、オートクレーブ工程に送っ
て結合を終了し、積層欠陥のない光学アセンブリを作製することができる。
【００１７】
　[0016]硬化した接着剤転写テープが、プリントレンズと第２のディスプレイ基材との間
に積層されるとき、完全に硬化した接着剤を時には大きいインクステップ（すなわち、５
０～７０μｍ）に適合させる必要があり、ディスプレイに許容され得る全接着剤厚さは、
わずか１５０～２５０μｍであり得るため、光学的欠陥の予防は、より一層困難であり得
る。任意の捕捉された気泡を後次ディスプレイ組立工程で除去することが極めて困難にな
り得るため、初期アセンブリ中（例えば、プリントレンズが、本発明の光学的に透明な接
着剤転写テープとともに第２の基材に積層されるとき）に、この大きいインクステップを
完全に濡らすことが非常に重要である。光学的に透明な接着剤転写テープは、良好なイン
クの濡れを可能にするために、速やかに変形できることによって、十分なコンプライアン
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ス（例えば、１Ｈｚの周波数で測定されるとき、典型的に２５℃の積層温度で＜１０ｅ５
パスカル（Ｐａ）の低せん断貯蔵弾性率、Ｇ’）を有し、インクステップ輪郭の鋭角に適
合する必要がある。転写テープ上の接着剤はまた、インクステップに適合するだけでなく
、インク表面をより完全に濡らすためにも十分な流量を有する必要がある。接着剤の流量
は、広範囲の温度にわたって材料の高いタンデルタ値に反映され得る（すなわち、接着剤
のガラス転移温度（Ｔｇ）（ＤＭＴＡにより測定）と約５０℃又はそれよりわずかに高い
温度との間でタンδ＞０．５）。インクステップによる光学的に透明な接着剤テープの急
速変形によって引き起こされる応力は、応力が数秒以内ではなく数時間かけて緩和され得
る偏光器付属品の用途においてなど、接着剤が熱膨張係数の不一致によって引き起こされ
る共通応力よりもはるかに速く応答することを必要とする。しかしながら、この初期イン
クステップの濡れを達成することができるそのような接着剤であっても、依然としてバル
クレオロジーから過度の弾性寄与を有し、これによって結合した構成成分の許容されない
変形を引き起こし得る。これらのディスプレイ構成要素は、寸法的に安定しているとして
も、貯蔵された弾性エネルギー（インクステップ上の接着剤の急速変形に起因する）は、
接着剤に応力を絶えず適用することによって、それ自体を緩和する方法を見出し、最終的
には、故障の原因になる。したがって、ディスプレイ構成要素の液体結合の場合と同様に
、転写テープがディスプレイ構成要素に良好に結合するための設計は、接着、光学、落下
試験耐久性の微妙な均衡を要すると同時に、インクステップがその厚さの３０％以上まで
接着剤層を押し入れるときであっても、高いインクステップへの適合及び良好な流量を必
要とする。
【００１８】
　[0017]接着剤組成物は、一般に、少なくとも１つのアルキル（メタ）アクリレートエス
テルであって、アルキル基が４～１８個の炭素原子を有し、アルキル（メタ）アクリレー
トと、少なくとも１つの親水性共重合性モノマーと、フリーラジカル生成開始剤と、を含
む。接着剤組成物はまた、分子量制御剤、架橋剤、及び／又は結合剤を所望により含んで
もよい。
【００１９】
　[0018]有用なアルキルアクリレート（すなわち、アクリル酸アルキルエステルモノマー
）としては、非三級アルキルアルコールの直鎖又は分枝状の単官能性アクリレート又はメ
タクリレートであって、そのアルキル基が１～１８個、特に１～１２個の炭素原子を有す
るものが挙げられるが、これに限定されない。好適なモノマーの例には、２－エチルヘキ
シル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、メチル（メタ）アクリレート
、ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ペンチル（
メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリ
レート、イソノニル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチ
ル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－ノニル（メタ）アクリレ
ート、イソアミル（メタ）アクリレート、ｎ－デシル（メタ）アクリレート、イソデシル
（メタ）アクリレート、ドデシル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレ
ート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、フェニルメタ（アクリレート）、ベンジル
メタ（アクリレート）、イソステアリルアクリレート、及び２－メチルブチル（メタ）ア
クリレート、並びにこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。好適な
アルキル（メタ）アクリレートエステルの例には、２－エチルヘキシルアクリレート（２
－ＥＨＡ）、イソボルニルアクリレート（ＩＢＡ）、イソオクチルアクリレート（ＩＯＡ
）、及びブチルアクリレート（ＢＡ）が挙げられるが、これらに限定されない。ＩＯＡ、
２－ＥＨＡ、及びＢＡなどの低Ｔｇ生成アルキル（メタ）アクリレートエステルは、接着
剤に粘着性をもたらす一方、ＩＢＡなどの高Ｔｇ生成モノマーは、極性モノマーを導入せ
ずに接着剤組成物のＴｇの調整を可能にする。アクリレートは、そのホモポリマーのＴｇ
が約－７０℃～約２０℃である場合に低Ｔｇを生成するとみなされる。アクリレートは、
そのホモポリマーのＴｇが約２０℃～約２００℃である場合に高Ｔｇを生成するとみなさ
れる。高Ｔｇ生成モノマーの別の例としては、市販のビニルエステルであるＶｅＯＶＡ　



(8) JP 2014-510807 A 2014.5.1

10

20

30

40

50

９（Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，ＵＳＡより入手可
能）が挙げられる。別の有用な高Ｔｇ生成モノマーは、Ｎ－ｔ－オクチルアクリルアミド
である。
【００２０】
　[0019]好適な親水性共重合性モノマーの例としては、これらに限定されないが、アクリ
ル酸（ＡＡ）、メタクリル酸、イタコン酸、フマル酸、メタクリルアミド、Ｎ－アルキル
置換及びＮ，Ｎ－ジアルキル置換アクリルアミド又はメタクリルアミド（アルキル基は最
高３個の炭素を有する）、２－ヒドロキシエチルアクリレート（ＨＥＡ）、及び２－ヒド
ロキシプロピルアクリレート（ＨＰＡ）、４－ヒドロキシブチルアクリレート、２－エト
キシエトキシエチルアクリレート（Ｖｉｓｃｏａｔ－１９０）、２－メトキシエトキシエ
チルアクリレート、アクリルアミド（Ａｃｍ）、Ｎ－モルホリノアクリレート（ＭｏＡ）
、並びにジアセトンアクリルアミドが挙げられる。これらのモノマーは更に、多くの場合
、ディスプレイアセンブリにおいて遭遇する基材への接着を促進する。一実施形態では、
接着剤組成物は、約６０～約９５部のアルキル（メタ）アクリレートであって、アルキル
基が４～１８個の炭素原子を有する、アルキル（メタ）アクリレートと、約５～約４０部
の親水性共重合性モノマーと、を含む。厳密には、接着剤組成物は、約６５～約９５部の
アルキル（メタ）アクリレートであって、アルキル基が４～１８個の炭素原子を有する、
アルキル（メタ）アクリレートと、約５～約３５部の親水性共重合性モノマーと、を含む
。
【００２１】
　[0020]極性モノマーと親水性ヒドロキシル官能性モノマー化合物との組み合わせも使用
することができる。これらの種類のモノマーを組み合わせると、極性モノマーと親水性ヒ
ドロキシル官能性モノマー化合物との間の分子内水素結合のために、良好な粘着強度を有
する接着剤組成物が可能となる。これらの組成物は、範囲が広げられたガラス転移温度（
Ｔｇ）も有し得、これはひいては接着剤組成物の積層の枠を広げ得る。
【００２２】
　[0021]一実施形態では、接着剤組成物は、アクリル系オリゴマーを含み得る。アクリル
系オリゴマーは、（メタクリレートモノマー）由来の実質的に非水溶性のアクリル系オリ
ゴマーであり得る。概して、（メタ）アクリレートは、アクリレート及びメタアクリレー
ト官能基の両方を指す。
【００２３】
　[0022]アクリル系オリゴマーを使用して、本発明の硬化組成物の弾性均衡に対して粘度
を制御することができ、オリゴマーは、主にレオロジーの粘度成分に寄与する。アクリル
系オリゴマーが硬化組成物の粘性レオロジー成分に寄与するために、オリゴマーのガラス
転移が２５℃未満、典型的には０℃未満であるように、アクリル系オリゴマーで使用され
る（メタ）アクリルモノマーを選択することができる。オリゴマーは、（メタ）アクリル
系モノマーから作製することができ、少なくとも１，０００、通常２，０００の重量平均
分子量（Ｍｗ）を有することができる。これは、オリゴマー組成物の絡み合い分子量（Ｍ
ｅ）を超えてはならない。分子量が過度に低い場合、組成物の脱気及び移行が問題となり
得る。オリゴマーの分子量がＭｅを超える場合、得られるもつれは、接着剤組成物のレオ
ロジーに対する望ましくない弾性寄与の原因の１つになり得る。Ｍｗは、ＧＰＣによって
決定され得る。Ｍｅは、分子量の関数として、純粋な材料の粘度を測定することによって
決定され得る。ｌｏｇ／ｌｏｇプロットに、分子量に対するゼロずり粘度をプロットする
と、傾きが変化する点は、絡み合い分子量に対応している。Ｍｅを超えて、勾配は、絡み
合い相互作用に起因して著しく増加する。あるいは所与のモノマー組成物の場合、Ｍｅは
、ポリマー密度が当業者に既知のとおりであることがわかっていれば、動的機械分析にお
いて、ポリマーのゴム状平坦部の弾性率値から決定することもできる。一般的なＦｅｒｒ
ｙ等式Ｇ０＝ｒＲＴ／Ｍｅは、Ｍｅと弾性率Ｇ０との間の関係を提供する。（メタ）アク
リル系ポリマーの典型的な絡み合い分子量は、約３０，０００～６０，０００である。
【００２４】
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　[0023]アクリル系オリゴマーは、（メタ）アクリレートモノマー由来の実質的に非水溶
性のアクリル系オリゴマーを含み得る。（メタ）アクリレートモノマー由来の実質的に非
水溶性のアクリル系オリゴマーは、既知であり、典型的にウレタンコーティング技法にお
いて使用される。それらの使いやすさに起因して、好ましいアクリル系オリゴマーには、
（メタ）アクリレートモノマー由来の液体アクリル系オリゴマーが挙げられる。（メタ）
アクリレートモノマー由来の液体アクリル系オリゴマーは、約５００～約１０，０００の
範囲内の数平均分子量（Ｍｎ）を有し得る。市販の液体アクリル系オリゴマーも、約２０
ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ～約５００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのヒドロキシル数を有し、ガラス転移温度
（Ｔｇ）は約－７０℃である。（メタ）アクリレートモノマー由来のこれらの液体アクリ
ル系オリゴマーは、典型的に、ヒドロキシル官能基モノマーの繰り返し単位を含む。ヒド
ロキシル官能基モノマーは、アクリル系オリゴマーに所望のヒドロキシル数及び溶解度パ
ラメータを付与するのに十分な量で使用される。通常、ヒドロキシル官能性モノマーは、
液体アクリル系オリゴマーの約２重量％～約６０重量％の範囲内の量で使用される。ヒド
ロキシル官能性モノマーの代わりに、他の極性モノマー、例えば、アクリル酸、メタクリ
ル酸、イタコン酸、フマル酸、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－アルキル及びＮ
，Ｎ－ジアルキル置換アクリルアミド及びメタクリルアミド、Ｎ－ビニルラクタム、Ｎ－
ビニルラクトン、及び同様物を使用して、アクリル系オリゴマーの溶解度パラメータを制
御することもできる。これらの極性モノマーの組み合わせを使用してもよい。アクリレー
ト及び（メタ）アクリレートモノマー由来の液体アクリル系オリゴマーは、典型的に、１
つ以上のＣ１～Ｃ２０アルキル（メタ）アクリレートの繰り返し単位も含み、そのホモポ
リマーは、２５℃未満のＴｇを有する。ホモポリマーＴｇの低い（メタ）アクリレートを
選択することが重要であり、そうでなければ液体アクリル系オリゴマーは、高いＴｇを有
する可能性があり、室温で液体状態を継続しない場合がある。しかしながら、アクリル系
オリゴマーは、本発明において使用される接着剤組成物が均衡した状態で容易に溶解され
得るならば、常に液体である必要はない。好適な市販の（メタ）アクリレートの例には、
ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、ラウリルアクリレート、ラウリル
メタクリレート、イソオクチルアクリレート、イソノニルアクリレート、イソデシルアク
リレート、トリデシルアクリレート、トリデシルメタクリレート、２－エチルヘキシルア
クリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、及びそれらの組み合わせが挙げられる
。アクリレート及びメタクリレートモノマー由来のアクリル系オリゴマー中のＣ１～Ｃ２
０アルキルアクリレート又はメタクリレートの繰り返し単位の割合は、多くの要因に依存
するが、その中で最も重要なのは、得られる接着剤組成物の所望の溶解度パラメータ及び
Ｔｇである。アクリレート及びメタクリレートモノマー由来の典型的な液体アクリル系オ
リゴマーは、約４０％～約９８％アルキル（メタ）アクリレートモノマーに由来し得る。
【００２５】
　[0024]必要に応じて、（メタ）アクリレートモノマー由来のアクリル系オリゴマーは、
追加のモノマーを組み込むことができる。追加のモノマーは、ビニル芳香族、ビニルハロ
ゲン化物、ビニルエーテル、ビニルエステル、不飽和ニトリル、共役ジエン、及びこれら
の混合物から選択され得る。追加のモノマーを組み込むことは、原材料コストを低減する
か、又はアクリル系オリゴマーの特性を変更する場合がある。例えば、スチレン又はビニ
ルアセテートをアクリル系オリゴマーに組み込むことで、アクリル系オリゴマーのコスト
を低減することができる。
【００２６】
　[0025]好適な液体アクリル系オリゴマーには、ｎ－ブチルアクリレート及びアリルモノ
プロポキシレート、ｎ－ブチルアクリレート及びアリルアルコール、ｎ－ブチルアクリレ
ート及び２－ヒドロキシエチルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート及び２－ヒドロキ
シプロピルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート及びアリルプロポキシレート
、２－エチルヘキシルアクリレート及び２－ヒドロキシプロピルアクリレートのコポリマ
ー、及び同様物、並びにそれらの混合物が挙げられる。提供される光学アセンブリにおい
て有用な例示的アクリル系オリゴマーは、例えば、米国特許第６，２９４，６０７号（Ｇ
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ｕｏら）及び同第７，４６５，４９３号（Ｌｕ）に開示され、アクリレート及びメタクリ
レートモノマー由来のアクリル系オリゴマーは、ＪＯＮＣＲＹＬ（ＢＡＳＦ（Ｍｏｕｎｔ
　Ｏｌｉｖｅ，ＮＪ）から入手可能）及びＡＲＵＦＯＮ（Ｔｏａｇｏｓｅｉ　Ｃｏ．，Ｌ
ｔ．Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐａｎから入手可能）という商品名を有する。
【００２７】
　[0026]提供されるアクリル系オリゴマーを原位置で作製することも可能である。例えば
、オンウェブ重合が使用される場合、モノマー組成物は、紫外線又は熱誘導反応によって
予重合されてよい。反応は、メルカプタンなどの連鎖移動剤、又は、例えば、スチレン、
α－メチルスチレン、α－メチルスチレン二量体などの遅延剤のような分子量制御剤の存
在下で、重合材料の鎖長及び分子量を制御するように行うことができる。例えば、制御剤
が完全に消耗されると、反応は、より高い分子量へと進むことができ、したがって真に高
分子量のポリマーが形成される。同様に、反応の第１工程の重合条件は、オリゴマー化の
みが起こるように選択することができ、続いて重合条件の変化によって高分子量ポリマー
が産出される。例えば、高い光強度の下でＵＶ重合することによって、より低い鎖長成長
をもたらすことができ、より低い光強度の下での重合は、より高い分子量をもたらし得る
。一実施形態では、分子量制御剤は、組成物の約０．０２５％～約１％、特に約０．０５
％～約０．５％で存在する。
【００２８】
　[0027]光学的に透明な接着剤の接着性能を更に最適化するために、シラン及びチタン酸
塩などの接着促進添加剤を、本開示の光学的に透明な接着剤に組み込んでもよい。このよ
うな接着剤は、シラノール、ヒドロキシル又は基材の他の反応性基にカップリングするこ
とにより、接着剤と、ガラス及びＬＣＤの三酢酸セルロースのような基材と、の間の接着
を促進することができる。シラン及びチタン酸塩は、接着剤の共重合性又は双方向性基に
結合しているＳｉ又はＴｉ原子上にアルコキシ置換のみを有することができる。あるいは
、シラン及びチタン酸塩は、接着剤の共重合性又は双方向性基に結合しているＳｉ又はＴ
ｉ原子上にアルキル及びアルコキシ置換の両方を有し得る。接着剤の共重合性基は、一般
的に、アクリレート基又はメタクリレート基であるが、ビニル基及びアリル基を用いても
よい。あるいは、シラン又はチタン酸塩は、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートな
どの、接着剤中の官能基と反応することができる。加えて、シラン又はチタン酸塩は、接
着剤マトリックスと強く相互作用する１つ以上の基を有することができる。この強い相互
作用の例としては、水素結合、イオン相互作用、及び酸－塩基相互作用が挙げられる。好
適なシランの例としては、（３－グリシジルオキシプロピル）トリメトキシシランが挙げ
られるが、これに限定されない。
【００２９】
　[0028]感圧性接着剤は、本質的に粘着性であってよい。所望であれば、粘着付与剤を、
感圧性接着剤の形成前に前駆体混合物に加えることができる。有用な粘着付与剤として、
例えば、ロジンエステル樹脂類、芳香族炭化水素樹脂類、脂肪族炭化水素樹脂類、及びテ
ルペン樹脂類が挙げられる。広くは、水素化ロジンエステル、テルペン、又は芳香族炭化
水素樹脂類から選択される淡色系粘着付与剤を使用することができる。
【００３０】
　[0029]感圧性接着剤の光学的透明性を著しく低下させない限り、例えば、油、可塑剤、
酸化防止剤、ＵＶ安定剤、顔料、硬化剤、ポリマー添加剤、及び他の添加物などの、他の
材料を、特別な目的のために加えることができる。
【００３１】
　[0030]接着剤組成物は、追加の成分が前駆体混合物に加えられてもよい。例えば、混合
物は、多官能架橋剤を含んでよい。このような架橋剤として、溶剤をコーティングした接
着剤を調製する乾燥工程中に活性化される熱架橋剤、及び重合工程中に共重合する架橋剤
が挙げられる。このような熱架橋剤として、多官能イソシアネート、アジリジン、多官能
（メタ）アクリレート、及びエポキシ化合物を挙げることができる。代表的な架橋剤とし
て、１，６－ヘキサンジオールジアクリレートなどの二官能性アクリレート又は当業者に
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既知の多官能アクリレートが挙げられる。有用なイソシアネート架橋剤として、例えば、
ＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｌ－７５として、Ｂａｙｅｒ、Ｃｏｌｏｇｎｅ、Ｇｅｒｍａｎｙより
入手可能な芳香族ジイソシアネートが挙げられる。紫外線、つまり「ＵＶ」活性型架橋剤
も、感圧性接着剤を架橋するのに使用することができる。そのようなＵＶ架橋剤は、ベン
ゾフェノンなどの非共重合性光架橋剤、及び４－アクリルオキシベンゾフェノンのような
アクリル化又はメタクリレートベンゾフェノンなどの共重合性光架橋剤を含み得る。
【００３２】
　[0031]更に、提供される接着剤組成物用の前駆体混合物は、熱反応開始剤又は光開始剤
を含み得る。熱反応開始剤の例としては、過酸化ベンゾイル等の過酸化物及びその誘導体
、又は２，２’－アゾビス－（２－メチルブチロニトリル）である、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏ
ｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏ．，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥから入手可
能なＶＡＺＯ　６７、若しくはジメチル－２，２’－アゾビスイソブチレートである、Ｗ
ａｋｏ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｒｉｃｈｍｏｎｄ，ＶＡから入手可
能なＶ－６０１等のアゾ化合物が挙げられる。広い範囲の温度にて熱重合を開始するのに
使用することができる、様々な過酸化物又はアゾ化合物が入手可能である。前駆体混合物
は、光開始剤を含み得る。とりわけ有用なのは、ＢＡＳＦ，Ｔａｒｒｙｔｏｗｎ，ＮＹか
ら入手可能な、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノンであるＩＲＧＡＣＵＲ
Ｅ　６５１等の反応開始剤である。通常、架橋剤が存在すれば、混合物中の他の構成成分
を基に、約０．０５重量部～約５．００重量部の量で前駆体混合物に加える。反応開始剤
は、通常、前駆体混合物に約０．０５重量部～約２重量部の量で加える。
【００３３】
　[0032]前駆体混合物は、ビニルエステル、特にＣ５～Ｃ１０ビニルエステルを含んでも
よい。市販されている好適なビニルエステルの例には、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｓｐｅｃｉ
ａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，ＵＳＡから入手可能なＶｅＯＶＡ　９が挙げられるが、
これに限定されない。
【００３４】
　[0033]接着剤組成物の成分をブレンドして、光学的に透明な混合物を形成することがで
きる。混合物を、熱又は化学線にさらすことで、重合させ（て混合物中の反応開始剤を分
解す）ることができる。これを架橋剤の添加前に実施してコーティング可能なシロップを
形成することができ、続いてこれに１つ以上の架橋剤、及び追加の反応開始剤を加えるこ
とができ、このシロップをライナーにコーティングし、加えた反応開始剤の反応開始条件
に更にさらすことで硬化（すなわち、架橋）させることができる。あるいは、架橋剤及び
反応開始剤は、モノマー混合物に加えることができ、モノマー混合物は、一工程で重合及
び硬化の両方を行うことができる。所望のコーティング粘度により、どの手順を使用する
かを決定することができる。開示される接着剤組成物又は前駆体は、ロールコーティング
、スプレーコーティング、ナイフコーティング、ダイコーティング、及び同様のものなど
任意の様々な既知のコーティング技術によりコーティングされてよい。あるいは、接着剤
前駆体組成物を液体として送達させて、２つの基材間の隙間を満たし、続いて熱又はＵＶ
にさらして組成物を重合及び硬化させてもよい。
【００３５】
　[0034]硬化された接着剤組成物は、約２５℃～約１００℃の範囲で、より厳密には約５
０℃～約１００℃の範囲で高いタンデルタ値を示し、多くの場合、温度の上昇とともに上
がり、その結果、ローラー積層又は真空積層などの一般的な技術による積層が容易になる
。タンデルタ値は、接着剤組成物の粘性－弾性バランスを示すものである。高いタンデル
タ値は、より粘性の性質に相当し、したがって流動性を反映する。一般に、タンデルタ値
がより高いと、流動性もより高い。適用／積層プロセス中の接着剤の流動性は、厚いイン
クステップの湿潤及び積層の容易さの点で、接着剤の性能における重要な要素である。
【００３６】
　[0035]剛性材料同士（例えば、電話又はタブレット型デバイスで使用する、カバーガラ
スとタッチセンサーガラスとの積層）の積層のための接着剤組成物の典型的な適用では、
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積層はまず、室温又は高温のいずれかで行われる。一実施形態では、積層は、約２５℃～
約６０℃で行われる。積層温度において、接着剤組成物は、約０．５～約１．０のタンデ
ルタ値を有する。タンデルタ値が低すぎると（すなわち、０．５未満）、接着剤の初期湿
潤は困難となり得、良好に湿潤させるためには、より高い積層圧力及び／又はより長い押
圧時間を必要とし得る。これは、組立サイクル時間をより長くし、場合によってはディス
プレイ基材の１つ以上を変形させる場合がある。同様に、タンデルタ値が高すぎると（す
なわち＞１．０）、接着剤組成物は柔らかすぎて、積層圧力に耐えられない可能性があり
、また接着剤の搾出及び滲出が起こり得る。そのような高いタンデルタ値は更に、そのよ
うな接着剤から得られるダイカットの貯蔵不安定性をもたらし得る。例えば、室温で保管
されると、滲出が起こる可能性がある。一実施形態では、接着剤組成物は、約２５℃～約
１００℃、特に約５０℃～約１００℃の温度にて約０．５～約１．０のタンデルタ値を維
持する。別の実施形態では、接着剤組成物は、約２５℃～約１００℃、特に約５０℃～約
１００℃の温度にて約０．６～約０．８のタンデルタ値を維持する。
【００３７】
　[0036]それに続く工程では、この積層体は、次いでオートクレーブ処理を受けるが、そ
こでは圧力及び場合によっては熱を適用して、剛性材料同士の積層プロセス中に閉じ込め
られた気泡を取り除く。接着剤の流動特性が良好であるほど、接着剤は、厚いインクステ
ップをより簡単に覆うことができる。更に、良好な接着剤の流動により、積層工程で閉じ
込められた気泡が接着剤マトリックス又は光学的に透明な接着剤基材の界面から簡単に出
ることができ、その結果、オートクレーブ処理後に気泡のない積層体がもたらされる。オ
ートクレーブ温度下、例えば約５０℃にて、接着剤組成物は、約０．６～約１．０のタン
デルタ値を維持する。とりわけ、接着剤組成物は、約０．７～約１．０のタンデルタ値を
維持する。典型的なオートクレーブ温度でのタンデルタ値が０．６未満に下がると、接着
剤は、基材を更に濡らし且つ積層段階で閉じ込められた気泡を逃すのに十分速く軟化しな
い可能性がある。同様に、タンデルタ値が約１．０を超えると、接着剤の粘性の性質が高
くなりすぎる可能性があり、また接着剤の搾出及び滲出が起こり得る。したがって、良好
な基材湿潤及び簡単な気泡除去の併せた効用により、大幅に短縮されたサイクル時間の効
率的な積層ディスプレイアセンプリプロセスが可能となる。一実施形態では、真空積層の
サイクル時間は約１５秒未満であり、オートクレーブ処理に関しては約３０分である。
【００３８】
　[0037]接着剤の流動性は、動機械的熱分析（ＤＭＴＡ）を使用して測定することができ
る。感圧接着剤（ＰＳＡ）は、粘弾性物質である。ＤＭＡ測定によるタンデルタ値は、Ｐ
ＳＡの粘性成分（せん断損失弾性率Ｇ”）とＰＳＡの弾性成分（せん断貯蔵弾性率Ｇ’）
との比である。ＰＳＡのガラス転移温度を超える温度では、タンデルタ値が高いほど、接
着剤の流動が良好であることを示す。
【００３９】
　[0038]本発明の接着剤組成物のタンデルタ値は、室温にて約０．５超であり、多くの場
合、温度が上昇するとこの値を超える。より具体的には、タンデルタは、０．６の値を超
え得る。温度が上昇すると、タンデルタも増大し得る。高いタンデルタ値はプロセス条件
及びオートクレーブプロセス条件における良好な流動を示すが、これは、ディスプレイの
耐久性に対して相殺されなければならない。例えば、貯蔵安定性、ダイカッティング、及
び耐久性に関しては、この値は高すぎではならない。さもなければ、接着剤は滲出して、
ディスプレイの故障を起こす。一実施形態において、約５０℃～約１００℃の温度では、
タンデルタ値は、約０．５～約１．０、厳密には約０．６～約１．０、より厳密には約０
．６～約０．８の範囲である。耐久性に関して必要とされる温度（すなわち、８０～９０
℃）にて約１の値を超えるタンデルタ値は、耐久性にとって悪影響を及ぼし得ることが予
想される。これは、ディスプレイ中の基材が寸法的に不安定であり、著しく歪んだり膨張
したりする（すなわち、十マイクロメートル単位で寸法を変える）可能性がある場合に重
要であり得る。同様に、耐久性に関して必要とされる、約２５℃～例えば、８０～９０℃
にて約１を超えるタンデルタの値は、出荷及び保管中に製品の特別な取り扱い（すなわち
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、冷蔵）を必要とする場合がある。約２５℃～約１００℃の範囲にて１を超えるタンデル
タ値を有する接着剤は更に、柔らかすぎて、特に、ＰＭＭＡ又はポリカーボネートなどの
基材が、およそ１ｍｍ以上の厚さを有し、光学的に透明な接着剤に向かう脱ガスを最少化
することができるコーティング（硬質コーティングなど）を含まない場合に、それらの基
材からの脱ガスに耐えることができない可能性がある。
【００４０】
　[0039]組み立てられたディスプレイの耐久性を更に改善するために、本発明の柔らかい
接着剤組成物を、組立後に更に架橋することができる。例えば、光架橋剤を含有する接着
剤組成物を曝すことによって、高温（例えば、７５℃）でのタンデルタを接着剤の架橋に
より下げることができる。したがって、粘性レオロジー挙動と弾性レオロジー挙動との間
のバランスは、組立プロセスが完了した後に、より弾性の特徴に移り得る。
【００４１】
　[0040]接着剤組成物のタンデルタ値は、より粘性の特性を接着剤組成物に組み込むこと
により上げることができる。例えば、接着剤組成物は、製剤のゲル部から得られる弾性部
分を相殺するために、より高い可溶性画分を有してよい。このバランスは、分子量分布を
変える、外形を硬化する、などにより移り得る。接着剤組成物のタンデルタ値を制御する
ことにより、望まれる接着剤の流動を得ることができる。
【００４２】
　[0041]上述の接着剤層は、熱重合プロセス又は光重合プロセスのいずれかにより形成す
ることができる。例えば、液体組成物は、紫外線（ＵＶ）放射を使用して硬化することが
できる。上記の液体組成物は、化学線、すなわち光化学反応活性の生成につながる放射線
を使用して硬化されると言われる。例えば、化学線は約２５０～約７００ｎｍの放射線を
含み得る。化学線源の源には、タングステンハロゲンランプ、キセノン及び水銀アークラ
ンプ、白熱灯、殺菌灯、蛍光ランプ、レーザ、及び発光ダイオードが挙げられる。紫外線
は、Ｆｕｓｉｏｎ　ＵＶ　Ｓｙｓｔｅｍｓから入手可能なもののように、高い密度で連続
する放射システムを使用して供給することができる。必要に応じて、化学線を使用する硬
化は、熱で補助され得る。紫外線又は可視光線により誘導される硬化の代替として、熱硬
化機構が使用されてもよい。熱硬化に対して、熱活性開始剤、例えば、過酸化物又はアゾ
化合物を使用して、当業者には既知であるように、組成物中の光活性開始剤の代用とする
ことができる。
【００４３】
　[0042]光学アセンブリで使用される場合、接着剤組成物は、光学用途に好適である必要
がある。例えば、接着剤組成物は、４６０～７２０ｎｍの範囲にわたって少なくとも８５
％の透過率を有し得る。例えば、接着剤組成物は、厚さ１ミリメートル当たり、４６０ｎ
ｍで約８５％より大きい透過率、５３０ｎｍで約９０％より大きい透過率、及び６７０ｎ
ｍで約９０％より大きい透過率を有し得る。これらの透過特性により、電磁スペクトルの
可視領域全体にわたって均一な光透過率がもたらされ、これは、フルカラーディスプレイ
で色点を維持するのに重要である。加えて、接着剤層は通常、ディスプレイパネル及び／
若しくは実質的に透明な基材の屈折率と一致する、又はほぼ一致する屈折率を有する。例
えば接着剤層は約１．４～約１．７の屈折率を有し得る。
【００４４】
　[0043]開示の物品中の接着剤層の厚さは、約５マイクロメートルを超え、約１０マイク
ロメートルを超え、約１５マイクロメートルを超え、又は更に約２０マイクロメートルを
超える傾向がある。厚さは、しばしば、約１０００マイクロメートル未満、約２５０マイ
クロメートル未満、約２００マイクロメートル未満、又は更に約１７５マイクロメートル
未満である。例えば、厚さは、約５～約１０００マイクロメートル、約１０～約５００マ
イクロメートル、約２５～約２５０マイクロメートル、又は約５０～約１７５マイクロメ
ートルであり得る。
【００４５】
　[0044]一実施形態では、接着剤組成物は、ディスプレイパネルを含む光学アセンブリに
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使用される。ディスプレイパネルは、液晶ディスプレイパネルなど任意のタイプのパネル
を含むことができる。液晶ディスプレイパネルは周知であり、通常、ガラス又はポリマー
基材などの、２つの実質的に透明な基材間に配置された液晶材料を含む。本明細書で使用
するとき、「実質的に透明である」は、光学用途（例えば４６０～７２０ｎｍの範囲にわ
たって少なくとも８５％の透過率を有する）に工程できある基材を指す。光学基材は、厚
さ１ミリメートル当たり、４６０ｎｍで約８５％超の透過率、５３０ｎｍで約９０％超の
透過率、及び６７０ｎｍで約９０％超の透過率を有することができる。実質的に透明な基
材の内側面には、電極として機能する透明な導電材料が存在し得る。場合によっては、実
質的に透明な基材の外側面には、基本的に、ただ１つの偏光状態の光だけを通すことがで
きる偏光フィルムがあってよい。電圧が電極に対して選択的に印加されると、液晶材料は
再配向して光の偏光状態を変えることができ、それにより、画像が形成され得る。液晶デ
ィスプレイパネルはまた、マトリクスパターンで配置された複数の薄膜トランジスタを有
する薄膜トランジスタアレイパネルと、共通電極を有する共通電極パネルとの間に配置さ
れた液晶材料を含むことができる。
【００４６】
　[0045]一部の他の実施形態において、ディスプレイパネルは、プラズマディスプレイパ
ネルを含むことができる。プラズマディスプレイパネルは周知であり、通常、２つのガラ
スパネル間に位置する小セル内に配置されたネオン及びキセノンなどの希ガスからなる不
活性混合物を含む。パネル内の制御回路帯電電極によって、気体をイオン化し、プラズマ
を形成した後、その中に含有される蛍光体を励起させて発光させることができる。
【００４７】
　[0046]他の実施形態において、ディスプレイパネルは、発光ダイオード（ＬＥＤ）ディ
スプレイパネルを備えてもよい。発光ダイオードは、有機又は無機のエレクトロルミネセ
ント材料を使用して作製することができ、当業者によく知られている。これらのパネルは
、本質的に、２つの導電性ガラスパネルの間に配置されたエレクトロルミネセント材料の
層である。有機エレクトロルミネセント材料は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）又はポ
リマー発光ダイオード（ＰＬＥＤ）を含む。
【００４８】
　[0047]いくつかの実施形態において、ディスプレイパネルは、電気泳動ディスプレイを
備えてもよい。電気泳動ディスプレイは既知であり、電子ペーパー、すなわちｅ－ペーパ
ーと呼ばれるディスプレイ技術に典型的に使用される。電気泳動ディスプレイは、２つの
透明な電極パネルの間に配置された液体の帯電材料を含み得る。液体の帯電材料は、ナノ
パーティクル、染料、及び非極性炭化水素中に浮遊する帯電剤、炭化水素材料中に浮遊す
る、帯電した粒子で充填されたマイクロカプセルを含む。マイクロカプセルはまた、液体
ポリマーの層に浮遊してもよい。いくつかの実施形態において、ディスプレイパネルは、
陰極線管ディスプレイを含み得る。
【００４９】
　[0048]提供される光学アセンブリは、実質的に透明な基材を含む。実質的に透明な基材
は、ガラス又はポリマーを含み得る。有用なガラスには、ホウケイ酸、ソーダ石灰、及び
保護カバーとしてディスプレイ用途での使用に適した他のガラスを挙げることができる。
使用され得る１つの具体的なガラスは、Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｉｎｃ．，Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｎ
Ｙから入手可能なＥＡＧＬＥ　ＸＧ及びＪＡＤＥガラス基材を含む。有用なポリマーは、
ポリエチレンテレフタレート、ポリカーボネートフィルム若しくはプレート、アクリルフ
ィルム、例えばポリメチルメタクリレートフィルム、及びシクロオレフィンポリマーフィ
ルム、例えばＺｅｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｌｏｕｉｓｖｉｌｌｅ，ＫＹ）から入手可
能なＺＥＯＮＯＸ及びＺＥＯＮＯＲが挙げられる。実質的に透明な基材は、通常、ディス
プレイパネル及び／又は接着剤層に近い屈折率、例えば約１．４～約１．７の屈折率を有
する。実質的に透明な基材は通常、約０．５ｍｍ～約５ｍｍの厚さを有する。
【００５０】
　[0049]提供される光学アセンブリは、タッチセンサー式であり得る。タッチセンサー光
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学アセンブリ（タッチセンサーパネル）には、容量性センサー、抵抗性センサー、及び突
出した容量性センサーが挙げられる。そのようなセンサーは、ディスプレイを覆う実質的
に透明な基材上に透明な導電素子を含む。ディスプレイの近く又はディスプレイと接触し
ている物体の位置を決定するために、電気信号を使用して導電素子を調べることができる
電子部品と導電素子を組み合わせることができる。タッチセンサー式光学アセンブリはよ
く知られており、例えば、米国特許公開第２００９／００７３１３５号（Ｌｉｎら）、２
００９／０２１９２５７号（Ｆｒｅｙら）、及び国際特許公開第ＷＯ　２００９／１５４
８１２号（Ｆｒｅｙら）に開示されている。力センサーを含む位置タッチセンサー式タッ
チパネルも、例えば、力測定を含むタッチスクリーンディスプレイセンサーにおいてよく
知られており、米国特許第５，５４１，３７１号（Ｂａｌｌｅｒら）に開示されたような
ひずみゲージを利用した例、米国特許第７，１４８，８８２号（Ｋａｍｒａｔｈら）及び
同第７，５３８，７６０号（Ｈｏｔｅｌｌｉｎｇら）で開示されたような材料及び空気を
含む誘電材料又は誘電構造体によって分離された、センサー内の異なる層上にある導電性
配線間又は電極間のキャパシタンスの変化を利用した例、米国特許公開第２００９／０２
３７３７４号（Ｌｉら）に開示されたような圧電抵抗複合材料によって分離された、セン
サー内の異なる層上にある導電性配線間の抵抗変化を利用した例、米国特許公開第２００
９／０３０９６１６（Ｋｌｉｎｇｈｕｌｔら）に開示されたような圧電材料によって分離
された、センサー内の異なる層上にある導電性配線間の分極発生を利用した例に開示され
ている。位置タッチスクリーンは、例えば米国特許出願第６１／３５３，６８８号（Ｆｒ
ｅｙら）にも開示されている。
【実施例】
【００５１】
　[0050]本発明について以下の実施例でより具体的に説明するが、本発明の範囲内での多
数の修正及び変形が当業者には明らかとなるため、以下の実施例は例示のみを目的とした
ものである。別段の指定がない限り、以下の実施例で報告される全ての部、百分率、及び
比率は、重量を基準としたものである。
【００５２】
［試験方法］
動的機械熱分析（ＤＭＴＡ）
　[0051]ＡＲＥＳ　Ｇ２レオメーター（ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，Ｎｅｗ　Ｃａｓ
ｔｌｅ，Ｄｅｌａｗａｒｅより入手可能）を使用して、直径８ｍｍ及び間隙１．５ｍｍの
平行板構造を使ってＤＭＴＡ試験をＰＳＡに行った。試験は、１Ｈｅｒｔｚにて３℃／分
の温度走査速度及び２０％の最大ひずみを使用して行った。走査は、－２０℃～１００℃
で行った。
【００５３】
２４時間滞留
　[0052]制御された温度及び湿度の環境（２３℃／相対湿度５０％）に積層体を２４時間
置いた。
【００５４】
耐久性試験
　[0053]８５℃／相対湿度２５％に制御された温度及び湿度のチャンバに積層体を６時間
置いて、耐久性試験を行った。その後、積層体を気泡の不具合又は層間剥離に関して調べ
た。
【００５５】
［積層手順］
　[0054]真空ラミネータ（Ｔａｋａｔｏｒｉ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｋｙｕｓｈｕ，
Ｊａｐａｎより入手可能なモデル番号ＴＰＬ－０２０９ＭＨ）を使用して、実施例及び比
較実施例からのＯＣＡをそれぞれ、２つの清浄なフロートガラス基材間に積層した。ガラ
ス基材の寸法は、４インチ（１０．２ｃｍ）×２インチ（５．１ｃｍ）×厚さ１ｍｍであ
った。ガラス基材の各対に関して、一方のガラス基材は、ＯＡＣと接触している４つ全て
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の縁部に黒色のインクステップを有していた。黒インクは縁部から６ｍｍ延びており、厚
さは５０マイクロメートルであった。ＯＣＡサンプルをガラス基材と同じ大きさに切り、
次いで第１のガラス基材上にローラーを用いて手で積層した。この第１のガラス基材を積
層台の片側に置き、黒インクの付いた第２のガラス基材を積層台のもう一方の側に置いた
。次いで、真空ラミネータを使用して、本を閉めるようなやり方で２つのガラス基材を真
空下で積層した。積層は、３０Ｐａの真空、４０ニュートン／ｃｍ２の積層圧力、及び１
０秒間の押圧時間で室温にて行われた。真空積層後、オートクレーブモデル番号Ｊ－１５
５０１（Ｌｏｒｉｍｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｌｏｎｇｖｉｅｗ，Ｔｅｘａｓより
入手可能）を使用して、温度４０℃及び圧力０．５ＭＰａにて３０分間、積層体をオート
クレーブにかけた。
【００５６】
（実施例１）
　[0055]感圧接着剤（ＰＳＡ）を以下のように調製した。重量基準で５５部の２－エチル
ヘキシルアクリレート、２５部のイソボルニルアクリレート、２０部の２－ヒドロキシエ
チルアクリレート、及び０．０２部の２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－１－
プロパン－１－オン光開始剤（商品名ＤＡＲＯＣＵＲ　１１７３でＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏ
ｒａｔｉｏｎ，Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙより入手可能）を使用
して、モノマープレミックスを調製した。この混合物を、窒素リッチ雰囲気下にて紫外線
に曝露することで、部分的に重合させて、約１，０００ｃｐｓの粘度を有するシロップを
得た。重合に続き、０．４３部の２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン光開
始剤（商品名ＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１でＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎより入手可
能）、０．０５部の１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、０．３部のα－メチルス
チレン（Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｏ．，Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，Ｍｉｓｓｏｕｒｉよ
り入手可能）、及び０．０５部の（３－グリシジルオキシプロピル）トリメトキシシラン
（商品名ＫＢＭ－４０３でＳｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐ
ａｎより入手可能）をシロップに加えた。次いでシロップを、シリコーン処理したポリエ
チレンテレフタレート（ＰＥＴ）剥離ライナー上にコーティング厚さ１０ミル（０．２５
ｍｍ）でナイフコーティングした。第２のＰＥＴ剥離ライナーをコーティングの露出面に
積層した。次いで、得られたＰＥＴライナー／シロップ／ＰＥＴライナーの積層体を、３
００～４００ｎｍのスペクトル出力（３５１ｎｍで最大、総エネルギー露光は２，０００
ｍＪ／ｃｍ２）を有する紫外線に曝して、実施例１を得た。
【００５７】
（実施例２）
　[0056]ＰＳＡを以下のように調製した。重量基準で３５部の２－エチルヘキシルアクリ
レート、３５部のイソボルニルアクリレート、２０部のエトキシエトキシエチルアクリレ
ート（ＶＩＳＣＯＡＴ　１９０、ＫＯＷＡ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
より市販）、１０部の２－ヒドロキシエチルアクリレート、及び０．０２部の２－ヒドロ
キシ－２－メチル－１－フェニル－１－プロパン－１－オン光開始剤を使用して、モノマ
ープレミックスを調製した。この混合物を、窒素リッチ雰囲気下にて紫外線に曝露するこ
とで、部分的に重合させて、約１０００ｃｐｓの粘度を有するシロップを得た。重合に続
き、０．３１部の２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン光開始剤、０．０５
部の１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、０．１部のα－メチルスチレン、及び０
．０５部の（３－グリシジルオキシプロピル）トリメトキシシランをシロップに加えた。
次いで、実施例１に記載のようにシロップを剥離ライナー間にコーティングし硬化させて
、実施例２を作った。
【００５８】
（実施例３）
　[0057]ＰＳＡを以下のように調製した。重量基準で７８部の２－エチルヘキシルアクリ
レート、１２部の４－アクリロイルモルホリン（Ｋｏｈｊｉｎ　Ｊａｐａｎより市販）、
１０部の２－ヒドロキシエチルアクリレート、及び０．０２部の２－ヒドロキシ－２－メ
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チル－１－フェニル－１－プロパン－１－オン光開始剤を使用して、モノマープレミック
スを調製した。この混合物を、窒素リッチ雰囲気下にて紫外線に曝露することで、部分的
に重合させて、約１０００ｃｐｓの粘度を有するシロップを得た。重合に続き、０．３８
部の２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン光開始剤をシロップに加えた。次
いで、実施例１に記載のようにシロップを剥離ライナー間にコーティングし硬化させて、
実施例３を作った。
【００５９】
（実施例４）
　[0058]ＰＳＡを以下のように調製した。重量基準で７５部の２－エチルヘキシルアクリ
レート、１５部のＮ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド（Ｊａｒｃｈｅｍ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉ
ｅｓ　Ｉｎｃ．ＵＳＡより市販）、１０部の２－ヒドロキシエチルアクリレート、及び０
．０４部の２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン光開始剤を使用して、モノ
マープレミックスを調製した。この混合物を、窒素リッチ雰囲気下にて紫外線に曝露する
ことで、部分的に重合させて、約１０００ｃｐｓの粘度を有するシロップを得た。重合に
続き、０．３１部の２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン光開始剤をシロッ
プに加えた。次いで、実施例１に記載のようにシロップを剥離ライナー間にコーティング
し硬化させて、実施例４を作った。
【００６０】
（実施例５）
　[0059]ＰＳＡを以下のように調製した。重量基準で７０部の２－エチルヘキシルアクリ
レート、２０部のジアセトンアクリルアミド（Ｊａｒｃｈｅｍ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　
Ｉｎｃ．ＵＳＡより市販）、１０部の２－ヒドロキシエチルアクリレート、及び０．０２
部の２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－１－プロパン－１－オン光開始剤を使
用して、モノマープレミックスを調製した。この混合物を、窒素リッチ雰囲気下にて紫外
線に曝露することで、部分的に重合させて、約１０００ｃｐｓの粘度を有するシロップを
得た。重合に続き、０．２０部の２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン光開
始剤、０．０７５部の１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、及び０．３０部のＫａ
ｒｅｎｚ　ＭＴ　ＰＥ１（Ｓｈｏｗａ　Ｄｅｎｋｏ，Ｊａｐａｎから市販）をシロップに
加えた。次いで、実施例１に記載のようにシロップを剥離ライナー間にコーティングし硬
化させて、実施例５を作った。
【００６１】
（実施例６）
　[0060]ＰＳＡを以下のように調製した。重量基準で７０部の２－エチルヘキシルアクリ
レート、２０部のＮ－ｔｅｒｔ－オクチルアクリルアミド（Ｐｏｌｙｓｃｉｅｎｃｅｓ　
Ｉｎｃ．，ＵＳＡより市販）、１０部の２－ヒドロキシエチルアクリレート、及び０．０
２部の２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－１－プロパン－１－オン光開始剤を
使用して、モノマープレミックスを調製した。この混合物を、窒素リッチ雰囲気下にて紫
外線に曝露することで、部分的に重合させて、約１０００ｃｐｓの粘度を有するシロップ
を得た。重合に続き、０．２０部の２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン光
開始剤、０．０７５部の１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、及び０．３０部のＫ
ａｒｅｎｚ　ＭＴ　ＰＥ１をシロップに加えた。次いで、実施例１に記載のようにシロッ
プを剥離ライナー間にコーティングし硬化させて、実施例６を作った。
【００６２】
（実施例７）
　[0061]ＰＳＡを以下のように調製した。重量基準で７０部の２－エチルヘキシルアクリ
レート、１０部のＶｅｏＶａ　９（Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ，ＵＳＡより市販）、２０部の２
－ヒドロキシエチルアクリレート、及び０．０２部の２－ヒドロキシ－２－メチル－１－
フェニル－１－プロパン－１－オン光開始剤を使用して、モノマープレミックスを調製し
た。この混合物を、窒素リッチ雰囲気下にて紫外線に曝露することで、部分的に重合させ
て、約１０００ｃｐｓの粘度を有するシロップを得た。重合に続き、０．２０部の２，２
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－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン光開始剤、０．１０部の１，６－ヘキサンジ
オールジアクリレート、及び０．３０部のＫａｒｅｎｚ　ＭＴ　ＰＥ１をシロップに加え
た。次いで、実施例１に記載のようにシロップを剥離ライナー間にコーティングし硬化さ
せて、実施例７を作った。
【００６３】
（実施例８）
　[0062]ＰＳＡを以下のように調製した。重量基準で８７．５部のイソオクチルアクリレ
ート、１２．５部のアクリル酸、及び０．０４部の２，２－ジメトキシ－２－フェニルア
セトフェノン光開始剤を使用して、モノマープレミックスを調製した。この混合物を、窒
素リッチ雰囲気下にて紫外線に曝露することで、部分的に重合させて、約２，０００ｃｐ
ｓの粘度を有するシロップを得た。重合に続き、０．３６部の２，２－ジメトキシ－２－
フェニルアセトフェノン光開始剤、０．０５部の１，６－ヘキサンジオールジアクリレー
ト、及び０．２０部のα－メチルスチレンをシロップに加えた。次いで、実施例１に記載
のようにシロップを剥離ライナー間にコーティングし硬化させて、実施例８を作った。
【００６４】
（実施例９）
　[0063]ＰＳＡを以下のように調製した。重量基準で６９部の２－エチルヘキシルアクリ
レート、７部のジアセトンアクリルアミド、５部のイソボルニルアクリレート、１９部の
２－ヒドロキシエチルアクリレート、及び０．０２部の２－ヒドロキシ－２－メチル－１
－フェニル－１－プロパン－１－オン光開始剤を使用して、モノマープレミックスを調製
した。この混合物を、窒素リッチ雰囲気下にて紫外線に曝露することで、部分的に重合さ
せて、約１０００ｃｐｓの粘度を有するシロップを得た。重合に続き、０．２０部の２，
２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン光開始剤、０．１０部の１，６－ヘキサン
ジオールジアクリレート、及び０．３０部のＫａｒｅｎｚ　ＭＴ　ＰＥ１をシロップに加
えた。次いで、実施例１に記載のようにシロップを剥離ライナー間にコーティングし硬化
させて、実施例９を作った。
【００６５】
比較実施例Ａ（ＣＥ－Ａ）
　[0064]ＰＳＡを以下のように調製した。実施例１のモノマープレミックスを調製し、窒
素リッチ雰囲気下にて紫外線に曝露することで部分的に重合させて、約１０００ｃｐｓの
粘度を有するシロップを得た。重合に続き、０．２８部の２，２－ジメトキシ－２－フェ
ニルアセトフェノン光開始剤、０．１５部のα－メチルスチレン、０．０５部の１，６－
ヘキサンジオールジアクリレート、０．０５部の（３－グリシジルオキシプロピル）トリ
メトキシシランをシロップに加えた。次いで、実施例１に記載のようにシロップを剥離ラ
イナー間にコーティングし硬化させて、比較実施例ＣＥ－Ａを作った。
【００６６】
比較実施例Ｂ（ＣＥ－Ｂ）
　[0065]ＰＳＡを以下のように調製した。重量基準で８７．５部のイソオクチルアクリレ
ート、１２．５部のアクリル酸、及び０．０４部の２，２－ジメトキシ－２－フェニルア
セトフェノン光開始剤を使用して、モノマープレミックスを調製した。この混合物を、窒
素リッチ雰囲気下にて紫外線に曝露することで、部分的に重合させて、約２，０００ｃｐ
ｓの粘度を有するシロップを得た。重合に続き、０．１９部の２，２－ジメトキシ－２－
フェニルアセトフェノン光開始剤及び０．０６５部の１，６－ヘキサンジオールジアクリ
レートをシロップに加えた。次いで、実施例１に記載のようにシロップを剥離ライナー間
にコーティングし硬化させて、比較実施例ＣＥ－Ｂを作った。
【００６７】
　[0066]表１に、実施例１及び２、並びに比較実施例Ａ及びＢの組成物の成分濃度を記載
する。
【００６８】
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【表１】

【００６９】
　[0067]上述の積層手順を使用して、各ＰＳＡ（実施例及び比較実施例）を使ってガラス
／ＰＳＡ／ガラスの積層体を準備した。ＰＳＡの各種類から５つの積層体を準備した。積
層プロセスの様々な段階の後（真空積層後及びオートクレーブ後）に不具合のある積層体
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の数を観測し、２４時間の滞留及び耐久性試験の後に新たな気泡を示した積層体の数も観
測した。不具合、すなわち気泡は、目視観測により測定された。結果を表２に示す。
【００７０】
【表２】

【００７１】
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　[0068]不具合結果を表２のＤＭＴＡタンデルタと比較すると、タンデルタ値の高い積層
体が少ない数の不具合を示すことが明らかである。これは、約５０℃を超える温度にてタ
ンデルタが約０．５超であるときに特に当てはまっていた。見てわかるように、タンデル
タ値は、約７５℃を超えて上昇する温度で０．６超のままである。
【００７２】
　[0069]本発明の実施例（実施例１～９）及び比較実施例（比較実施例Ａ及びＢ）のＤＭ
ＴＡ測定の結果、並びに積層研究の結果は、約５０℃でのタンデルタ値が高く（具体的に
は＞０．５）、温度の上昇とともにこの値を超えているときに良好な積層結果が得られた
ことを示している。より具体的には、実施例１～９の接着剤は、約５０℃～約１００℃の
温度にて０．５超のタンデルタ値を有していた。
【００７３】
　[0070]具体的な実施形態を参照しながら本発明を記載してきたが、当業者は、本発明の
趣旨及び範囲から逸脱することなく、形態及び詳細の変更を行えることを認識するであろ
う。

【図１】
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【国際調査報告】
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